
第２５回全国障害者スポーツ大会 

バレーボール競技（精神の部） 九州ブロック地区予選会 開催要綱 

 

１ 目  的   本大会は、令和８年度に開催される第２５回全国障害者スポーツ大会 

（青の煌めきあおもり障スポ２０２６）バレーボール競技（精神の部） 

に出場する九州地区の代表を決定する予選会として開催する。また、ス 

ポーツを通じて、心身の健全な成長を育み、社会参加・自立に資する能 

力を高めるとともに、社会の障がい者に対する正しい理解と認識を深め 

ることを目的とする。 

 

２ 主  催   （公財）日本パラスポーツ協会、（公社）日本精神保健福祉連盟、 

ＮＰＯ法人福岡市障がい者スポーツ協会 

 

３ 共  催   福岡市、九州地区精神障害者スポーツ推進連絡協議会 

 

４ 主  管   福岡市バレーボール協会 

 

５ 協  力   九州ブロックパラスポーツ指導者協議会、 

福岡パラスポーツ指導者協議会、 

福岡市立障がい者スポーツセンター（(社福)野の花学園）、 

   福岡市障がい者スポーツ協会ボランティア（Ｈ.Ｓ.Ｓ.会） 

 

６ 後  援   （公財）福岡市スポーツ協会、（一社）福岡市精神保健福祉協議会 

  

７ 開 催 日   令和８年６月６日（土） 

 

８ 会  場   福岡市総合体育館（照葉積水ハウスアリーナ） 

〒８１３－００１７ 福岡市東区香椎照葉６－１－１ 

 

９ 競技規則   適用する競技規則は、開催年度の（公財）日本パラスポーツ協会編「全 

国障害者スポーツ大会競技規則集」および（公財）日本バレーボール協 

会（６人制）によるもののほか、この要綱の定めるところによる。 

 

10 競技方法   （１）ネットの高さは２.２４ｍとする。 

（２）使用するボールは日本ソフトバレーボール連盟公認球ソフトバ 

   レーボール球・糸巻きタイプ 

（モルテン製円周７８±１ｃｍ、重量２１０ｇ±１０ｇ） 

（３）試合は２セット取った方のチームがその試合の勝者となる。 

（４）男女混合とする。また試合中は少なくとも１名以上の女性プレイ 

ヤーが出場していなければならない。 

（５）参加チーム数により、トーナメント戦またはリーグ戦方式でおこ 

なう。 

（６）優勝したチームを第２５回全国障害者スポーツ大会（青森大会） 

バレーボール競技（精神の部）へ出場する代表チームとする。 

ただし、優勝したチームが代表を辞退した場合は、順次、順位の 

上位チームに出場権が与えられる。 

 



11 組 合 せ   参加チーム数により、トーナメント戦での実施の際は、令和７年度に実 

施した大会の上位チームをシードとし、他は主催者にて抽選し決定する。 

 

12 参 加 費   １チーム２０,０００円を当日受付にて徴収する。 

（登録料、傷害保険料等を含む） 

 

13 参加資格   （１）参加チームは、全国障害者スポーツ大会開催基準要項細則３の(１) 

の②の表に定める九州ブロック地区に属する各県・指定都市代表チ 

ームとする。 

（２）出場選手は次の条件を両方満たす者とする。 

            ①令和８年４月１日現在１３歳以上の精神障害者。 

             なお、「精神障害者」は、精神保健及び精神障害者福祉に関する 

法律（昭和２５年法律第１２３号）第４５条により、精神障害者 

保健福祉手帳の交付を受けた者。あるいは、その取得の対象に準 

ずる障害のある者とする。 

                    ②参加する県・指定都市に現住所（住民票のある地）を有する者。 

             ただし、学校に通学している者及び施設に入所・通所している者 

は、その学校及び施設の所在地の都道府県・指定都市から参加で 

きるものとする。 

 

14 ﾁｰﾑ編成   （１）１チームの構成は、選手１２名以内、役員３名以内（編成は、監 

督１名・コーチ１名・マネージャー１名）とする。 

（２）役員が選手を兼ねる場合は、その者が選手名簿に登録されていな 

   ければ選手として出場できない。この場合の選手人数は選手を兼 

ねる監督およびコーチを含めて１２名以内とする。 

 

15 申込方法   （１）下記の【提出書類】①に必要事項を記入し、①と②を一緒に申込 

み先に送付すること。※大会当日、②の書類は返却いたします。 

令和８年３月３０日（月）必着 

【提出書類】   

①別紙参加申込書 

②証明書類（精神障害者保健福祉手帳の写し） 

手帳の写しが提出できない場合は次のいずれかの証明書  

ア）自立支援医療（精神通院）受給者証の写し。 

なお、大会申し込み日と大会当日が受給有効期間内あ 

るいは受給更新予定期間内であること。 

イ）手帳の交付を受けている者で、手帳の更新・紛失等に 

より写しを添付できない者は精神保健福祉センター所 

長の精神障害者保健福祉手帳交付済に関する証明書を 

もって手帳の交付を受けている者とみなす。 

（２）メンバー変更については大会当日の代表者会議での申し出により 

最終決定とする。（プログラム上の変更は４月２８日（火）までと 

する。） 

          （３）お弁当が必要な場合は、申込書（様式①）に記入のうえお申し込 

みください。お茶付１個８００円です。個数の変更やキャンセル 

については６月２日（火）までにお願いします。 

          （４）宿泊については各自（各チーム）でご準備ください。 



 

16 競技中の   競技中に事故が発生した場合の治療費は、原則として競技者の負担とし、 

事  故     主催者は応急の処置のみを行うものとする。 

なお、主催者において傷害保険に一括加入する。 

 

17 そ の 他   （１）大会においては、報道機関等の取材が予想されるため、選手の写 

真・映像・氏名等がテレビや新聞等で報道されることがあります。 

また、大会プログラムには、障がい名、氏名、所属団体等を掲載 

し、主催者のカメラマンが撮影した写真を協会ニュース及び協会 

ホームページ等に掲載することがありますので予めご了承の上、 

お申込み願います。これらのことについては、参加申込書が提出 

されたことをもって、同意があったものとみなします。 

（２）監督会議は、競技開始前に行い、その場において申し合わせ事項 

を設けることができる。なお、監督会議の時間及び場所は別途通 

知する。 

（３）ベンチには、選手、監督、コーチ、マネージャー以外は入ること 

ができない。 

（４）監督、コーチ、マネージャーは統一された服装を着用すること。 

（５）チームスタッフ３名とは別にトレーナーを帯同しているチームは、 

チーム・ベンチ・エリア後方の決められた位置にトレーナー１名 

を待機させることができる。なお、トレーナーは参加申込時に登 

録した者に限る。このトレーナーは、実際に施術ができる者とし、 

パラスポーツトレーナーの資格であることが望ましい。 

（６）競技場内へは、主催者の許可を受けた者以外は立ち入ることがで 

きない。 

（７）今大会は運営上、前日の公式練習は設けていない。 

ただし、大会当日はサブアリーナを練習会場として開放する。 

（８）練習球は各自で用意すること。 

（９）不測の事態により規模の縮小や開催を中止する場合は、チーム代 

表者に通知するとともに、当協会のホームページにも掲載する。 

 

18 申 込 先   ＮＰＯ法人福岡市障がい者スポーツ協会（担当：小城(おぎ)） 

    〒８１０-００６２ 福岡市中央区荒戸３－３－３９－３階 

ＴＥＬ：０９２-７８１-０５６１  

ＦＡＸ：０９２-７８１-０５６５ 

メール：ogi@suporeku-fuku.com 


